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１．基本方針

少子高齢化、厳しい財政状況という我が国をとりまく状況の中で、地域の要望に

応え、

・幹線道路ネットワーク整備や渋滞対策など我が国の成長力・活力の確保

・交通結節点強化や無電柱化の推進など豊かな暮らし・環境の実現

・交通事故対策や防災・震災対策など安全・安心の確保

に必要な道路整備を進めるためには、限られた予算を効率的・効果的に執行し、成

果を上げていくことが重要であり、以下を基本方針とします。

【効率的・効果的な事業実施】

＜厳格な事業評価の実施＞

・現行の新規事業採択時評価等に加えて、計画段階におけるバイパス、交差点改

良等の代替案も含めた評価の試行的実施、交通安全事業における「成果を上げ

るマネジメント」の導入など、政策目標評価型事業評価を導入

＜コストの徹底した縮減＞

・道路構造について、当面の現道活用を含めた検討や道路構造令の弾力的運用、

維持管理について統一的な基準の設定などにより、徹底したコストの縮減等の

取組みを実施

＜既存ストックの有効活用＞

・高速道路の原則無料化の社会実験や料金施策、ＩＴＳ技術の活用を通じて、並

行する一般道路の円滑化等の取組みを推進

・既存道路の上下空間を民間開放するなど、新たな官民連携を推進

【予算の重点方針】

・我が国の成長力・競争力の確保や地域の活性化に必要な道路事業に重点化する

とともに、事業効果の早期発現を図る観点から、今後３年間の開通予定箇所

（平成２５年度迄）に重点化を実施

・新規採択にあたっては、平成２２年度より事業箇所総数を増やさないことを基

本とし、事業箇所数の総量を管理

・直轄国道の維持管理については、サービスレベルの維持・向上等に係る様々な

工夫・取組みや地域の実情等を踏まえた運用の改善等を実践

・地域主権の確立に向けた取組みの中で、平成２３年度より、直轄事業の維持管

理の特定事業に係る地方負担を廃止することで、維持管理費に係る地方負担を

全廃
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２．要求概要

１）要求総括表

※この他に、社会資本整備総合交付金（国費2兆2,000億円 対前年度比1.0）があり、地方

の要望に応じて道路整備に充てることができる

※高速道路の原則無料化の社会実験に係る経費（国費1,500億円 対前年度比 1.5）を要求

注1）貸付金償還金等（国費1,058億円）を含む

注2）本表のほかに、地方道路整備臨時貸付金（国費800億円）、行政部費（国費11億円）がある

注3）上表には、「元気な日本復活特別枠」に係る計数を含む

注4）四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある

（参考）平成23年度予算の概算要求組替え基準の概要

元気な日本復活特別枠
（1兆円を相当程度に超える規模）

①削減額と同額を加算して要望
②深掘り額の３倍を加算して要望

削減

深掘り

▲１０％

義務的経費
人件費

公共事業関係費
その他裁量的経費

高速道路無料化

子ども手当
（ 国交省計上分）

国交大臣の要求枠＝ （２２予算額－高速道路無料化等）×９０％＋高速道路無料化等〔概算要求枠〕

＋①（２２予算額－高速道路無料化等）×１０％〔「要望」基礎枠〕
＋②深掘り額×３倍

（単位：億円）

事 業 費 対前年度比 国　　費 対前年度比

15,493 1.03 12,204 1.07

12,205 1.04 8,915 1.04

2,089 1.00 2,089 1.28

維 持 966 1.00 966 1.00

特 定 事 業 1,124 1.00 1,124 1.70

1,199 0.98 1,199 0.98

1,034 0.73 674 0.72

912 1.03 596 0.95

122 0.23 78 0.25

15,059 1.03 956 0.93

31,586 1.02 13,834 1.04

事　　　　　項

国債義務額（地高除き）

有 料 道 路 事 業 等

合 計

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 管 理

業 務 取 扱 費

補 助 事 業

地域高規格道路その他
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２）「元気な日本復活特別枠」の要望について

「平成２３年度予算の概算要求組替え基準について」（平成２２年７月２７日閣

議決定）に従い、経済成長の実現、国民生活の安定など、元気な日本を復活させ

るための施策として以下を要望します。

○ 大都市圏のインフラ重点投資 要望額： 215億円

（※大都市圏のインフラ重点投資全体の要求額は1,238億円）
迅速かつ円滑な物流の実現等、国際競争力の強化や交通渋滞の緩和等のため、三

大都市圏環状道路等の整備を推進。特に、計画的な整備のため事業進捗を図る必要
のある事業を強力に推進。

○ 国土ミッシングリンクの解消 要望額：1,075億円

（※国土ミッシングリンクの解消全体の要求額は3,475億円）
地域経済の強化による地域の自立の支援や観光地へのアクセス・観光周遊ルート

の形成等のため、主要都市間等を連絡する高規格幹線道路等（国土ミッシングリン
ク）の整備を推進。特に、計画的な整備のため事業進捗を図る必要のある事業を強
力に推進。

＜非公共＞

○ 高速道路の原則無料化の社会実験 要望額： 750億円

（※高速道路の原則無料化の社会実験全体の要求額は1,500億円）
高速道路を徹底的に活用し、物流コスト・物価を引き下げ、地域経済を活性化す

るため、高速道路を段階的に原則無料化する。このため、地域経済への効果、渋滞
や環境への影響、他の交通機関への影響などを検証するための社会実験を、対象区
間を見直し・拡大して実施。

（注）要望額は国費ベース

（参考）平成23年度予算の概算要求組替え基準について（H22.7.27閣議決定）（抜粋）

１．元気な日本復活特別枠

（１）「元気な日本復活特別枠」の設定

デフレ脱却を含めた経済成長の実現、国民生活の安定・安全、「新しい公共」の推進など、元気
な日本を復活させるための施策に予算の重点配分を行う仕組みとして「元気な日本復活特別枠」を
設定する。（略）

（２）各省の「要望」

Ｂ．「要望」内容

○マニフェストの実現

○デフレ脱却・経済成長に特に資する事業

○雇用拡大に特に資する事業

○人材育成、国民生活の安定・安全に資する事業

各大臣は「要望」にあたって個々の施策の経済成長への寄与度、雇用増の見込みなどを可能な限り

明らかにするとともに、優先順位を明確にする。
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（参考）「元気な日本復活特別枠」に係る経済効果について

（１）「大都市圏のインフラ重点投資」の経済効果

大都市圏の環状道路整備により、渋滞解消に伴う物流コストの軽減や周辺部の企業

立地の増加が促進され、生産額の増加や雇用誘発など様々な経済波及効果が見込まれ

ます。

＜東海環状自動車道（西回り）の事例＞

現在、事業中の西回り区間（全体事業費０．８兆円）の周辺において、整備に合わせた工業団地の構想・造成
が進行しており、当該区間の供用により、岐阜県内で約４，８３０億円/年の生産額増加（岐阜県等試算）

（２）「国土ミッシングリンクの解消」の経済効果

ミッシングリンクの解消により、主要都市間の物流コストの軽減や周辺部の企業立

地の増加、観光地への観光客数の増大等が促進され、生産額の増加や雇用誘発など様

々な経済波及効果が見込まれます。

＜東九州自動車道の事例＞

東九州自動車道（未供用区間（全体事業費１．０兆円））の整備により、農林水産業、鉱工業をはじめとする
全産業の合計で、約３兆９千億円の生産額増加（九州経済産業局等試算）

2,030

1,260

岐阜県内で4,830億円の

生産額の増加

（億円/年）

拡大図（現在）

東海環状自動車道西側区間(未供用）東海環状自動車道西側区間(未供用）
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①整備
（将来ﾈｯﾄﾜｰｸ

完成時）

②未整備
（H16.4.現在）

生産額の増加
（億円）

全産業 66,200 27,600 38,600

雇用誘発
（人）

全産業 266,200 113,500 152,700

①－②産業部門

広域的ネットワーク

出典）「東九州軸産業戦略（平成16年5月）」（東九州軸産業戦略委員会）

（単位：億円）▼九州地域全体の生産額の増加の比較

東
九
州
自
動
車
道
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21
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開
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出典：岐阜県長期構想

※民間シンクタンクが試算
（ ）書きIC名は仮称

6

4

8

13

16

19

19

2

1

6

8

1

9

12

0 10 20 30 40 50

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

福岡県
大分県
佐賀県
長崎県
熊本県
宮崎県
鹿児島県

27

27

17

11

9

46

45

▼自動車産業 県別立地件数

出典）「九州の工場立地動向調査」(H20.3.31) 九州経済産業局
※1,000㎡以上の工場用地を取得した件数
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３．主要事項の概要

１）高速道路の原則無料化の社会実験 要求額：1,500億円

（注：うち特別枠に係る「高速道路の原則無料化の社会実験」の要望額 750億円）

高速道路を徹底的に活用し、物流コスト・物価を引き下げ、地域経済を活性化

するため、高速道路を段階的に原則無料化します。

このため、地域経済への効果、渋滞や環境への影響、他の交通機関への影響な

どを検証するための社会実験を、対象区間を見直し・拡大して実施します。

［平成22年度無料化社会実験の概要］ 

実験期間  

対象区間  

全車種（現金利用者を含む） 

平成22年6月28日（月） ～ 平成23年3月末日 

対象車両  

全国の高速道路の約２割の区間（1,652km）             

交
通
量
（
台
／
日
） 

○ 交通量は平均で約２倍に増加 

9,000 

16,000 16,700 16,800 
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実験第１週 

(6/28～7/2) 

実験第２週 

(7/5～7/9) 

実験第３週 

(7/12～7/16) 

実験第４週 

(7/20～7/23) 

実
験
前
と
の
比
率 

［実験開始後の状況（１ヵ月）］ 

高速道路［実験区間］ 

並行する一般道路 

○  交通量は平均で約２割減少 19,100 
15,700 15,800 15,300 14,900 

82% 83% 
80% 78% 
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実験前 

(6/22) 
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(6/29) 

実験第２週 

(7/6) 

実験第３週 

(7/13) 

実験第４週 

(7/20) 

平日の例 

交
通
量
（
台
／
日
） 

実
験
前
と
の
比
率 

○ 渋滞状況については、50区間のうち、 

  平日は１日あたり約3区間、 

休日は１日あたり約10区間で渋滞が発生 

物 流 観 光 

○ 重要港湾・拠点空港の最寄ICの 

大型車交通量は約1.7倍に増加 

 ○ 実験区間周辺では、実験にあわせ地域

の魅力を発信するための様々な取組みが

スタート 
○ 実験区間周辺の物流事業者への 

ヒアリング調査では、 

・高速道路利用回数：40％が増加、１％が減少と回答 

・物流活動への影響：36％が良い、７％が悪いと回答 

○ 渋滞状況については、 

・渋滞時間（時速10km以下）が約６割減少 

・混雑時間（時速20km以下）が約４割減少 

○ 主な渋滞発生要因は、一般道路との合流部

が平日で約７割、休日で約５割を占める   

平日の例 

【東九州道周辺の事例】 

 無料化実験にあわせたイベントの開催により、 

 ・佐伯市の道の駅では利用客数が約２倍に増加 

 ・津久見市の特産品販売所では、利用客数が 

  約４～５倍に増加 
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２）直轄国道の維持管理 要求額：2,089億円

事業仕分けにおける評価結果を踏まえ、これまで地域の状況に応じて頻度を設

定していた巡回、清掃、除草、除雪等の各作業について、平成22年度より全国統

一の基準を明確に設定して運用することにより維持管理費を約１割（［事業費］

H21：2,362億円、H22：2,089億円）縮減しました。

こうした中、防雪施設存置の試行や照明灯の減灯など様々な工夫・取組みを進

めるとともに、地域の実情等を踏まえ、引き続き、運用における課題や地域から

の意見等の把握に努めます。

○事業仕分けにおける評価結果を踏まえた維持管理基準の設定

作業内容 【これまで】 【H22】

＜巡回＞ ▶原則 1日に1回 ▶原則 2日に1回

＜清掃＞路面清掃 ▶年間 0～86回(H20実績) ▶原則 年間 12回(三大都市内)
年間 6回(DID内)
年間 1回(上記以外)

歩道清掃 ▶年間 0～20回(H20実績) ▶落葉対策を除き、原則実施しない

＜除草＞ ▶年間 1～3回(H20実績) ▶原則 年間 1回

＜剪定＞ ▶年間 1回～3年間に1回 ▶高木・低木 原則 3年間に1回
(H20実績) ▶寄植 原則 年 間に1回

＜除雪＞
除雪 ▶年間 5～10cm降雪量で実施 ▶原則 5～10cm降雪量で実施
凍結防止剤散布 ▶統一の基準なし ▶標準的な散布量を統一

○コスト縮減の取組み

○維持管理に関する地域からの意見・要望

0

200

400

600

800

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

交通事故処理

付属物補修等

除雪除草

（件数）

落葉期

繁茂期、農作物への影響

降雪期梅雨・台風時期

＜繁茂期の除草＞

＜冬期除雪対応＞H21年度月別の意見・要望状況（東北地方整備局）

＜ 防 雪 施 設 存 置 の 試 行 ＞ ＜高架橋照明の減灯＞
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３）社会資本整備総合交付金 要求額：2兆2,000億円

（注：地方の要望に応じて道路整備に充てることができる）

「地域主権戦略大綱」を踏まえ、社会資本整備総合交付金を抜本的に見直し、

地方の自由度を拡大する観点から、国の政策目的を着実に実現しつつ、府省の枠

にとらわれず使えるようにします。

［交付金の概要・特長］

・社会資本整備に係る個別補助金を原則一括し、地方公共団体にとって自由度

が高く創意工夫を生かせる総合的な交付金として平成２２年度に創設

・地方公共団体は、地域が抱える政策課題を踏まえ、目標や目標実現のための

事業等を記載した社会資本総合整備計画を作成

・基幹となる社会資本整備事業のほか、関連する社会資本整備やソフト事業を

一体的に実施可能

・国は交付金を計画に対して一括交付、個別事業箇所への配分は地方公共団体

の自由裁量

・計画期間の終了後に、地方公共団体が自ら事後評価を実施し、公表

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 に 掲 げ る 政 策 目 標の 達 成

関 連 事 業基 幹 事 業

◎ 活力創出基盤整備
（道路、港湾）

◎ 水の安全・安心基盤整備
（治水、下水道、海岸）

◎ 市街地整備
（都市公園､市街地､広域連携等）

◎ 地域住宅支援
（住宅、住環境整備）

関連社会資本整備事業

・ 各種「社会資本整備事業」
（社会資本整備重点計画法）

・ 「公的賃貸住宅の整備」

計画の目標実現のため基

幹事業と一体となって、基
幹事業の効果を一層高め
るために必要な事業・事務
（ソフト事業を含む）

効果促進事業

＋
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－9－

［活用事例］

①東南海・南海地震及び異常気象時に備えた安全・安心の確保【和歌山県】

②萩・長門・美祢地域の「歴史」と「自然」を活かす、まちづくり

【山口県・山口県長門市】

③歩行者・自転車利用者が安全に通行できる環境整備【富山県・富山県高岡市】

＋

＋

＋

※写真はいずれも整備イメージ

【基幹事業】

橋脚の耐震補強 落橋防止装置の設置

【関連事業】

道の駅の防災機能強化
（自家発電設備等の防災機能の整備）

【基幹事業】

観光アクセス道路
の整備

観光地における
歩道整備

ICアクセス

【関連事業】

観光情報板
の整備

【基幹事業】

歩道の整備

【関連事業】

信号機の設置
防犯パトロール車

の整備



４）行政事業レビューの取組み

行政事業レビューについては、「道路事業（直轄・維持管理）」を公開プロセス

で実施したほか、全ての事業において実施し、その結果を要求内容に反映します。

＜行政事業レビューの結果と要求への反映状況＞

○道路事業（直轄・維持管理）

結果：抜本的改善

公益法人の１社応札の多さや総合評価方式の改善、維持管理に

ついては類型化をしながら地域の事情に応じて決定する等

（主な反映点）

・公共サービス改革法に基づく民間競争入札（市場化テスト）の導入

・コスト縮減など様々な工夫や地域の実情等を踏まえた運用基準の見

直し 等

○道路事業（直轄・改築）

結果：一部改善

道路整備事業の効率性・透明性を高めるため、今後導入される

計画段階評価等による事業評価の改善を図るとともに、必要性・

緊急性の高い事業への重点化を図る。また、スペックの見直しに

よるコスト縮減や発注方法の改善等、事業実施の効率化・透明性

の向上を図る。

（主な反映点）

・事業評価の改善（評価サイクルの短縮等）や政策目標評価型事業評価

の導入

・我が国の成長力・競争力の確保や地域の活性化に必要な道路事業等へ

の重点化 等
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４．平成２３年度新規箇所について

以下に該当する箇所を平成２３年度概算要求の新規箇所として要求します。

※直轄事業 → 高規格幹線道路もしくは全体事業費250億円以上

※補助事業 → 全体事業費100億円以上

＜要求箇所一覧＞

直轄事業

補助事業

○高規格幹線道路（一般国道）

所在地 路線名・箇所 延長 総事業費 Ｂ／Ｃ

沖縄県 那覇
な は

空港
くうこう

自動車道　小禄
お ろ く

道路 5.7km 約620億円 1.4

高知県 高知
こ う ち

東部
と う ぶ

自動車道　南国
なんこく

安芸
あ き

道路（芸西西
げいせいにし

～安芸西
あ き に し

） 8.5km 約355億円 1.9

宮城県 三陸縦貫
さんりくじゅうかん

自動車道　本吉
もとよし

気仙沼
けせんぬま

道路（Ⅱ期） 4.0km 約145億円 2.0

○地域高規格道路等

所在地 路線名・箇所 延長 総事業費 Ｂ／Ｃ

徳島県 阿南
あ な ん

安芸
あ き

自動車道　桑野
く わ の

道路 6.5km 約340億円 2.0

○地域高規格道路

所在地 路線名・箇所 延長 総事業費 Ｂ／Ｃ

鳥取県 国道313号　倉吉
くらよし

関金
せきがね

道路 7.0km 約124億円 2.3

静岡県 国道473号　金谷
か な や

相良
さ が ら

道路Ⅱ 3.3km 約120億円 2.6

長崎県 一般県道　諫早
いさはや

外環状
そとかんじょう

線 2.7km 約120億円 1.3

福岡県 都市計画道路　戸畑
と ば た

枝光
えだみつ

線 2.6km 約120億円 3.6
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（参考）
○新規採択にあたっての具体的ルール（案）

※直轄事業の場合

（全体管理ルール）

・事業箇所数は前年度以下を基本

（個別選定ルール）

・地域づくりとの連携を図り、地域における道路の位置付けや役割を

確認した上で、事業実施環境（都市計画、環境影響評価等）が整っ

ている箇所のうち、各事業の事業効果や緊急性、予算の状況等を踏

まえて選定

○事業箇所数について

直轄事業

補助事業

※平成２２年度完了等の箇所数については、現時点の見込みであり、事業進捗

等により今後変更がありうる

Ｈ２２完了 Ｈ２３継続

Ｂ／Ｃ対象 552  29  523  

Ｂ／Ｃ対象外 1,250  318  932  

1,802  347  1,455  計

Ｈ２２当初

Ｈ２２完了 Ｈ２３継続

95  9  86  

Ｈ２２当初

地域高規格道路
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○政策目標評価型事業評価の導入

道路事業の透明性・効率性を高めるため、バイパス・拡幅事業等に計画段階評価

を導入するとともに、局所的な事業に対し、データ等に基づく「成果を上げるマネ

ジメント」の取組みを導入します。

＜参考＞
国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入についての基本方針(案)(概要)

１．政策目標評価型事業評価の導入

○事業の必要性や内容が検証可能となるよう評価の手法を改善
（解決すべき課題・背景の把握、政策目標の明確化、代替案を提示した上で比較、評価等）

○計画段階における事業評価を実施

２．計画段階評価の基本的枠組み

○計画段階評価の対象とする事業、実施時期（道路事業）

対象とする事業 実施時期

・都市計画や環境影響評価の手続きに入る
新設・改築事業 前の段階

・上記手続き対象外の場合は、新規事業採
択時評価の前年度まで

○都道府県・政令市及び第三者意見聴取
事業の内容について関係する都道府県・政令市等の意見を聴いた上で、学識経験者
等の第三者から構成される委員会等の意見を聴く

３．試行等について

○平成２２年度においては、一部の直轄事業について計画段階評価を試行
※経過措置：平成２３年度予算に係る新規事業採択時評価を実施する事業は、計画段階評価を

併せて実施等
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（参考資料）

平成２３年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 倍率（Ａ）／（Ｂ）

1,549,321 1,220,362 1,504,791 1,139,365 1.03 1.07

1,220,489 891,530 1,173,661 854,412 1.04 1.04

208,928 208,928 208,928 162,751 1.00 1.28

96,551 96,551 96,551 96,551 1.00 1.00

112 377 112 377 112 377 66 200 1 00 1 70

道　　路　　関　　係　　予　　算　　概 　算　　要　　求　　総　　括　　表

国費

（単位：百万円）

備　　　考区　　　　　分
事業費事業費 国費事業費 国費

改 築 そ の 他

直 轄 事 業

特 定 事 業

維 持 管 理

維 持

１．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会社
の建設利息を含む

２．有料道路事業等の計数には、特定大規模道路用地取得資金
貸付金（平成22年度限り）、連続立体交差事業資金貸付金を
含む

３．本表のほかに、地方道路整備臨時貸付金（国費800億円）、高
速道路の原則無料化の社会実験に係る経費（国費1,500億
円）、行政部費（国費11億円）がある

４．四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある

112,377 112,377 112,377 66,200 1.00 1.70

119,904 119,904 122,202 122,202 0.98 0.98

103,365 67,403 141,804 93,677 0.73 0.72

91,174 59,602 88,907 62,848 1.03 0.95

12,191 7,801 52,897 30,829 0.23 0.25

1,505,942 95,648 1,463,306 102,694 1.03 0.93

3,158,628 1,383,413 3,109,901 1,335,736 1.02 1.04

補 助 事 業

地 域 高 規 格 道 路 そ の 他

国 債 義 務 額 （ 地 高 除 き ）

業 務 取 扱 費

特 定 事 業

有 料 道 路 事 業 等

合 計

１．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会社
の建設利息を含む

２．有料道路事業等の計数には、特定大規模道路用地取得資金
貸付金（平成22年度限り）、連続立体交差事業資金貸付金を
含む

３．本表のほかに、地方道路整備臨時貸付金（国費800億円）、高
速道路の原則無料化の社会実験に係る経費（国費1,500億
円）、行政部費（国費11億円）がある

４．四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある

この他に、社会資本整備総合交付金（国費2兆2,000億円）があり、
地方の要望に応じて道路整備に充てることができる
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大泉

 高 規 格 幹 線 道 路 網 図
（参考資料）
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三 遠 南 信 自 動 車 道
東 海 環 状 自 動 車 道
京 奈 和 自 動 車 道
西 神 自 動 車 道
京 都 縦 貫 自 動 車 道
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今 治 ・ 小 松 自 動 車 道
高 知 東 部 自 動 車 道
西 九 州 自 動 車 道
南九州西回り自動車 道
那 覇 空 港 自 動 車 道
本 州 四 国 連 絡 道 路

（神戸・鳴門ルート）
（児島・坂出ルート）
（尾道・今治ルート）
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仙 台 市
八 戸 市
横 浜 市
松 本 市
砺 波 市
沼 津 市
飯 田 市
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京 都 市
丹 波 市
尾 道 市
東広島市
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福 岡 市
八 代 市
那覇空港

神 戸 市
早 島 町
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浦 河 町
留 萌 市
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広 尾 町
江 差 町
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久 慈 市
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福 井 市
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下 田 市
浜 松 市
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和歌山市
三 木 市
宮 津 市
豊 岡 市
福 山 市
呉 市
西 条 市
安 芸 市
武 雄 市
鹿児島市
西 原 町

鳴 門 市
坂 出 市
今 治 市

路　　線　　名 起点 終点 路　　線　　名 起点 終点 路　　線　　名 起 点 終 点

（イ）高速自動車国道 （ロ）一般国道自動車専用道路

供 用 区 間

事 業 中

計 画 中

23年度新規供用区間

供 用 区 間

23年度新規供用区間

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道に並行する一般国道自専道

高速自動車国道

凡　　例

供 用 区 間

整 備 計 画 区 間

基 本 計 画 区 間

予 定 路 線 区 間

23年度新規供用区間

　

平成23年度供用・拡幅区間

中国横断自動車道岡山米子線
(拡幅)久世～上野PA 4km

近畿自動車道紀勢線
(拡幅)海南～有田 10km

北海道横断自動車道根室線
夕張～占冠 34km

日高自動車道
一般国道235号
　日高富川～日高門別 6km

函館江差自動車道
一般国道228号
　北斗富川～茂辺地 5km

西九州自動車道
一般国道497号
　唐津～北波多 8km

山陰自動車道に並行
一般国道191号
　萩三隅道路 8km

中国横断自動車道尾道松江線
吉田掛合～三刀屋木次 13km

京奈和自動車道
一般国道24号　
　高野口～かつらぎ 4km

京奈和自動車道
一般国道24号　
　橿原・大和高田～橿原南・御所 4km

近畿自動車道紀勢線
尾鷲北～海山 6km

四国横断自動車道
宇和島北～西予宇和 16km

北近畿豊岡自動車道
一般国道483号　
　八鹿～和田山 14km

近畿自動車道敦賀線
小浜西～小浜 11km

日本海沿岸東北自動車道に並行
一般国道7号　大館西道路 3km

常磐自動車道
常磐富岡～相馬 46km

日本海沿岸東北自動車道
温海～鶴岡JCT 26km

能越自動車道
一般国道470号　
　灘浦～氷見北 6km

北関東自動車道
太田桐生～佐野田沼 18km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号　
　八王子南～八王子JCT 2km

三遠南信自動車道
一般国道474号　
　鳳来～引佐JCT 14km

東広島・呉自動車道
一般国道375号
　黒瀬～阿賀 12km
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（参考資料）
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自

動
車

道

中央自動車道西宮線（中央道）

　東京圏高規格幹線道路図

栃木県

群馬県

埼玉県

神奈川県

山梨県

茨城県

千葉県

東京都

大都市圏幹線道路図

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

事 業 中

調 査 中

供　用　区　間（平成21年度末）

凡　　　　例

 0 20 40㎞

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　つくば中央～つくばJCT　4km

平 成 2 3 年 度 新 規 供 用 区 間

平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間
 
 

 

中部横断自動車道
佐久南～佐久小諸JCT　8km

北関東自動車道
佐野田沼～岩舟JCT　5km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　菖蒲白岡～久喜白岡JCT　3km

北関東自動車道
太田桐生～佐野田沼　18km

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号
　八王子南～八王子JCT　2km
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平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間

首都高速道路

川崎縦貫線　2km

凡　　　　例

事 業 中

Ｎ

0 5 10㎞
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　首　都　高　速　道　路　図
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5号線（2期）

美女木
JCT

関
越
自
動
車
道（関越道）

板橋JCT

JCT

JCT

熊野町

西新宿

JCT
大橋

中
央
環
状
新
宿
線

5
号
線

1
期

葛
飾
江
戸
川
線

湾
岸
線

（5

期
）

横浜
高速 2 号線

横
羽

線
（2

期
）

6
号
線

1
期

7号線

9号
線

中
央
環
状
王
子
線

北上野

1
号
線

堀切
JCT

4号線 （1期）

3号線 （1期）

2号
線

芝浦
JCT

高井戸

用賀

中
央
環
状

品
川
線

戸越

3 号線
（2

期
）

第
三
京
浜
道
路

第
一
東
海
自
動
車
道

（東
名
）

横浜環状北線川向町

生麦
JCT

横羽線
（1

期）

富士見

三ッ沢 横浜高速1号線

金港
JCT

横
浜
高
速

湾
岸
線

大黒JCT

湾岸線
（4期

）

石川町
JCT

並木

狩場

横
浜
新
道

横
浜
横
須
賀
道
路

川崎縦貫線

羽田
空港

湾
岸
線
（3期

）

川崎浮島
JCT

昭和島
JCT

鈴ヶ森 東海JCT

大井JCT

6
号
線

2
期

小菅JCT

江北JCT

箱崎JCT

両国JCT

葛西
JCT辰巳

JCT

有明JCT

湾
岸
線

（1
期
）

1
号
線

東
京
湾
ア
クア

ライン

晴
海
線

11
号
線

湾
岸
線
（2
期
）

高谷 東
関
東
自
動
車
道

谷河内 京葉道路

東
京
外

環
状
道
路

中央自動車道（中央道） 4号
線（2期）

供 用 区 間 （ 平 成 2 1 年 度 末 ）
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423

307

163

24

161

477

367

367

162

173

29

312

372

175

427

429

176

428

176

43 2

479

309

310

371

24

480

26

28

370

169

309

168

26

163

308

169

165

370

369

168

1

171

173

477

372

9

162

250

2

175

9

27

9

422

中央自
動車道

西 宮線
（

名
神

N

25

171

調 査 中

0 10 20㎞

北近畿豊岡自動車道
一般国道483号
　八鹿～和田山　14km

京奈和自動車道
一般国道24号
　高野口～かつらぎ　4km

京奈和自動車道
一般国道24号
　橿原・大和高田～
　　　 橿原南・御所　4km

名
古
屋大阪線（西

名
阪
）

423

170

連
絡

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

路

路

北

畿

畿

畿

畿

畿

近

近

近

近

近

豊
岡

自

自

自

自

自

自

自

自

自

動

動

動

動

動

動

動

動

動

車

車

車

車

車

車

車

車

車

敦

賀
線

線

線

中国縦

縦

貫

貫

山
陽

神
神戸

本

州
四国

名
名

古 屋
（新 ）

京
都

大
阪

湾

岸

関
西
国
際

空
港
線 紀

勢

京

奈

和

(名阪国
道)

)

　大阪圏高規格幹線道路図

和歌山県

奈良県

大阪府

滋賀県

兵庫県

京都府

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 中

凡　　　　例

供用区間（平成2 1年度末）

平 成 2 3 年 度 新 規 供 用 区 間
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Ｎ

凡　　　　例

供 用 区 間（平成21年度末）

事 業 中

平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間0 5 10㎞

　阪　神　高　速　道　路　図

兵 庫 県

大 阪 府

京 都 府

大 阪 湾

山陽自動車道

北神戸線

新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

有
料
道
路

神戸西宮線

大阪西宮線

淀
川

大
阪
池
田
線

中国縦貫自動車道

神

戸
山手線

神戸西バイパス

湾岸線

淡
路

島

本
州
四
国
連
絡
道
路

ポートアイランド

六甲アイランド

大
阪
守
口
線

第二京阪道路

大和川線

西
大
阪
線

大阪東大阪線

近畿自動車道名古屋大阪線(西名阪)

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

堺泉北有料道路

関西国際空

港
線

関西国際空港

新十条通

中
央
自
動

車道西宮線（名神
)

淀川
左岸

線

南阪奈道路

油
小
路
線

大
阪
松
原
線

大
阪
堺
線

神戸空港

阪神高速道路
神戸山手線　2km

阪神高速道路
油小路線　2km

阪神高速道路
神戸山手線　2km

阪神高速道路
油小路線　2km

湾
岸
線

近畿自動車道名古屋神戸線(新名神)

六
甲
北
有
料

道路
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256

256

256

41

256

472
156

256

256

156

248 418

418

417

417

21

21

22

23

23

365

157

157
303

303

476

420

301

301151

362

301

1

23

23

248

473
1

23

23

419

247

 

42

153419
155

155

155

155

163

165

23

42

166

368

42
368

155

155

1

1

1

153

363

366

19
248

247

247

306

307

306

 

365

477

421

258

421

247

363

257

257

257

36

21

41

418

21

477

302

306

知
多
半
島
道

路

365

N

伊

勢

近

近

畿

畿

自

自

自

自

自

自

動

動

動

動

動

動

車

車

車

車

車

道

道

道

道

道名古屋神
岸

戸線

線

（ （伊勢
勢

二

湾
岸

）

）

第

伊
東

東

東

湾

海

海

海

環 状

車

道

近畿自動車道紀勢線

北

北

陸

陸

名古屋環状２号線

中央自動車道西宮線（名神）

中

央
自
動
車
道西宮線（中央道）

第
一
東
海
自

動
車道

東名

近
畿
自

動
車道

名古
屋大

阪線（
東
名
阪
）

25
(名阪国道)

三重県

滋賀県

福井県

岐阜県

愛知県

道

道

道畿近 自動車
神

神
戸名

名
古屋 （新 ）

線

　名古屋圏高規格幹線道路図　

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

事 業 中

供　用　区　間（平成21年度末）

凡　　　　例

 

0 10 20㎞

平 成 2 2 年 度 新 規 供 用 区 間

近畿自動車道　名古屋大阪線

名古屋南～高針JCT　12km
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国土交通省道路局のホームページをご覧下さい！！ 

http://www.mlit.go.jp/road/ 

道路局 検索 

（この冊子は、再生紙を使用しています。） 
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